
図 1万2千分1「最新杉並区明細地図」昭和12年7月に加筆

文化財シリーズ46 P.94

■ なぜこの土地を入澤達吉は選んだのか？
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凡例）

昭和12年の入澤家所有地



① 中島力造による紹介

② 敷地を気に入っていた

③ 客人をもてなすため

④ 国木田独歩「武蔵野」ブーム（1898）

⑤ 公衆衛生学による住環境改良（森鷗外等）

中島力造

（1858 - 1918）

杉並区教育委員会『文化財シリーズ46 国定指定史跡 荻外荘』平成29年3月より

■ なぜこの土地を入澤達吉は選んだのか？
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考えられる5つの理由

最も有力なのでは？



昭和11年に岩波書店から出版された。

入澤達吉の随筆『楓荻集』では最初に

「楓荻凹処之景」が掲載されている。
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忠太

恭平 達吉

・新発田藩医

・内科医

・帝国大学医科大学教授

・宮内省侍医頭

・東京帝国大学附属医院長

(池田)謙斎

唯

・医学博士

・帝大初代医学部長

・建築家、建築史家

・帝国大学工科大学教授

常子

千代子
中牟田倉之助

・海軍軍令部長

梅子

・米沢藩医

祐順

入澤健蔵

伊東昇廸

・新発田藩医

・米沢藩医

入澤家、伊東家相関関係図

■ なぜ設計が伊東忠太なのか？
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姉

妹

入澤達吉の妻常子と

伊東忠太の妻千代子は姉妹。

つまり血縁関係にある。



西本願寺伝道院/旧真宗信徒生命株式会社社屋

明治45年（1912）竣工

設計：伊東忠太 施工：竹中工務店

一橋大学兼松講堂

昭和2年（1927）竣工

設計：伊東忠太 施工：竹中工務店

■ なぜ施工が竹中藤右衛門なのか？
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明確な理由は不明。

ただし同時期に西本願寺伝道院と一橋大学

兼松講堂を竹中は施工している。


